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庶野小学校長 高 島 誠 之 

早いもので、二学期も本日、終業の日を迎えました。子供たちは、学習や行事、日々の学校生活を通して、一

人一人が確かな成長を見せてくれました。友だちと協力したこと、思うようにいかず悩んだこと、それでも最後まで

頑張ったことのすべてが、子供たちの大切な経験となっています。保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校

の教育活動に御理解と御協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

さて、明日から冬休みが始まります。冬休みは、学習の区切りとしての「休み」であると同時に、心と体を整え、

次の学年・次の学期に向けて力を蓄える大切な期間です。学校という集団から少し離れ、家庭で過ごす時間が増

えるこの時期は、子供たちにとって「生活を自分で整える力」や「家族との関わりの中で学ぶ力」を育む貴重な機

会でもあります。 

家庭教育は、すべての教育の土台と言われています。学校でも声かけや指導をしていますが、あいさつや言

葉づかい、生活リズム、物を大切にする心、思いやりの気持ちなど、学校だけでは身につけることが難しい力です。

これらは、まさに日々の家庭生活の中でこそ育まれます。ぜひこの冬休みには、食事を共にしたり、会話の時間を大

切にしたりしながら、子供たちの話に耳を傾けていただき、各家庭で子供たちの成長を促していただければと思い

ます。 

また、冬休みは、家庭学習の習慣を整えるよい機会でもあります。長い時間取り組む必要はありません。 

「低学年」では、絵本や物語を読むこと、ひらがな・カタカナや簡単な計算の復習、教科書の音読など、学ぶこと

に親しむ時間を大切にしてください。 

「中学年」では、読書に加え、漢字や計算の復習、音読や学習した内容の振り返りなど、少し考えながら取り組

む学習がおすすめです。 

「高学年」では、読書や計算・漢字の復習に加え、これまでに学んだ内容をノートにまとめたり、自分なりに考え

を整理したりする学習にも挑戦してみてください。いずれの学年においても、結果よりも、毎日少しずつ取り組む姿

を大切にし、温かい気持ちで見守ってください。 

一方で、冬休みは生活リズムが乱れやすい時期でもあります。夜更かしや、ゲーム・動画の利用時間が長くな

りすぎないよう、起床・就寝時刻を意識し、規則正しい生活を心がけてください。寒さが厳しくなり、インフルエンザな

どの感染症も心配される季節です。手洗い・うがい、十分な睡眠、バランスのとれた食事など、基本的な体調管理

を大切にし、元気に冬休みを過ごしてほしいと思います。 

三学期は、一年のまとめの学期であると同時に、次の学年への準備の時期でもあります。冬休みを心も体も

温かく過ごし、笑顔で始業式を迎えてくれることを願っています。 

寒い日が続きますが、どうぞご家族皆様、健やかに新しい年をお迎えください。本年も本校

の教育活動に温かい御支援をいただき、ありがとうございました。来年もどうぞよろしくお願します。 
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地場産魚介類の調理を学んだ水産学習 

                     12月 5 日（金）に 5・6 年生が、漁組庶野支所女性部の皆様 

に指導を受けながら、地元でとれたケツブの唐揚げを作りました。 

殻から身を取り出して塩もみをするところから体験しました。熱心  

に、下処理をすると、ぬめりが取れきれいなオレンジ色の身になりま 

した。その後、加圧調理に進み、油で揚げ、試食しました。調理の途 

中には、女性部の方や、役場産業振興課の方にツブの栄養やツブ 

の漁獲量、ツブ漁について教えていただきました。 

こうして、地元産のケツブは、手間をかければ、美味く食べられることを学びました。 
 

目標にむけて頑張ることを考えた道徳授業 
                                    １2月１7日(水)にエスポラーダ北海道の吉田順省さんをオ 

ンラインで招き、全校で道徳授業を行ないました。 

5時間目に、吉田さんより、挫折を経験しても努力を続けて 

プロフットサル選手になった経験を話していただきました。 

6時間目は、3～6年生で話し合いました。まず、吉田さんが 

努力を続けた訳を考え、「（あきらめたら）夢を追えなくなるか 

ら」や、「お母さんに支えてもらったから」、「（努力することを軽 

く考えていたが）挫折をしたとき（このままでは）自分はもう無 

理だと思ったから」などと発表していました。次に、これから自分として頑張りたいことを考えました。「物

忘れしていないか確認する習慣をつける」や、「自分の長所を伸ばす」、「ダンスや算数を頑張りたい。」

など自分なりに頑張りたいことを見出していました。最後に吉田さんから、失敗を恐れず実行するよう激

励を受けました。このようにして、より良く頑張るにはどうすればよいか考える力を高めていました。 
 

一生懸命取り組んだ家庭学習 
                                                     11月 6日～12日に行なった町内一斉家 

庭学習週間の結果を紹介します。 

集計した結果、8 月よりも長時間取り組ん 

だ児童が多くなったことが分かりました。また、 

家庭学習時間を記録するスプレッドシートの 

入力もほとんどの児童ができていました。ご家

庭の協力に感謝いたします。子どもたちの感想の一部を紹介します。 
「カードがあった方がいつもより頑張れた。」 

「エクストラステージをクリアできるように、家庭学習を頑張りたい。」 

今回は、全児童が一生懸命になって取り組むことができました。 

 

 退職のご挨拶                                      事務生 真田 麻衣子 

1年７ヶ月庶野小学校で事務生として働かせていただきました。子ども達の生き生きと輝く元気

な姿からたくさんのエネルギーを与えられました。そして、どのシーンも大切で忘れられない素敵な

思い出です。これからも失敗を恐れずに何事にも前向きでパワフルに挑戦していってください。 

今まで本当にありがとうございました。       
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